
　

旬
の
野
菜
や
季
節
の
果
物
、

鮮
度
抜
群
の
魚
介
類
が
所
狭
し

と
陳
列
台
に
並
ぶ
「
ふ
れ
あ
い

朝
市
」。
近
隣
か
ら
大
勢
の
住

民
達
が
集
ま
り
、
ま
る
で
お
祭

り
の
よ
う
な
賑
や
か
さ
で
す
。

　

朝
市
が
行
わ
れ
て
い
る
場
所

は
、実
は
元
ス
ー
パ
ー
の
軒
先
。

２
０
０
４
年
に
こ
の
ス
ー
パ
ー

が
撤
退
し
た
後
、
車
を
運
転
し

な
い
団
地
の
高
齢
者
は
日
常
の

買
い
物
に
も
困
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
治
区
会

の
吉
川
三
十
郎
会
長
︵
75
︶
達

が
知
恵
を
し
ぼ
り
、
２
０
０
９

年
４
月
に
朝
市
を
ス
タ
ー
ト
。

ス
ー
パ
ー
の
厚
意
で
場
所
代
は

無
料
、
そ
の
た
め
商
品
も
市
価

の
２
～
３
割
は
安
く
、
地
元
の

人
々
が
つ
く
っ
た
採
れ
た
て
の

品
々
な
の
で
品
質
も
確
か
で

す
。

　

毎
回
、
午
前
９
時
の
販
売
開

始
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
並
び
、

１
時
間
を
待
た
ず
に
売
り
切
れ

続
出
の
盛
況
ぶ
り
。
今
で
は
買

い
物
だ
け
で
な
く
、
住
民
同
士

が
顔
を
合
わ
せ
て
心
を
繋
ぐ
サ

ロ
ン
代
わ
り
と
し
て
も
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
八
幡
西
区
の
茶
屋
の
原
団
地
自
治
区
会
で
は
、
毎
週
火
曜
の
午
前
中
に
「
ふ

れ
あ
い
朝
市
」
を
開
催
中
。
会
場
設
営
か
ら
チ
ラ
シ
づ
く
り
な
ど
、
運
営
は
す

べ
て
自
治
区
会
の
手
で
行
わ
れ
、
商
品
を
出
す
の
も
売
る
の
も
地
元
の
農
家
な

ど
が
主
体
。
素
朴
で
温
か
い
名
物
朝
市
で
す
。

笑
顔
で
支
え
合
う

ふ
れ
あ
い
朝
市
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■
男
２
代
の
子
育
て
講
座
受
講
生
募
集

　

２
月
20
日
︵
日
︶
午
前
10
時
20
分
～

午
後
４
時
30
分
、
子
ど
も
の
館
︵
八
幡

西
区
黒
崎
︶
で
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

と
う
さ
ん
、
男
親
２
世
代
で
楽
し
く
子

育
て
を
学
び
ま
す
。
オ
ム
ツ
の
当
て
方

や
着
替
え
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

の
実
技
を
交
え
基
本
的
な
知
識
や
技
能

を
習
得
し
、
講
座
終
了
時
に
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
「
ソ
フ
リ
エ
」、
お
父
さ
ん
に
「
パ

パ
シ
エ
」
の
資
格
を
認
定
し
ま
す
。 

対

象
１
歳
未
満
お
よ
び
１
年
以
内
に
お
子

さ
ん
が
誕
生
予
定
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
と
う
さ
ん
。
定
員
20
名
、
参
加
費

５
０
０
円
︵
食
材
費
︶。

問
・
申
込
＝
同
施
設
︵
☎
０
９
３
・
６
４

２
・
５
５
５
５
︶
へ
。

■
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
和
布
刈
神
事

　

２
月
３
日
︵
木
︶
午
前
２
時
半
ご
ろ
か

ら
、
和
布
刈
神
社
︵
門
司
区
大
字
門
司
︶

で
。
旧
暦
元
旦
の
早
朝
３
人
の
神
職
が
狩

衣
、
烏
帽
子
、
白
足
袋
、
わ
ら
草
履
の
姿

で
約
３
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
た
い
ま
つ
に

先
導
さ
れ
関
門
海
峡
へ
入
り
、
岩
に
付
い

た
わ
か
め
を
取
り
、
神
殿
に
奉
納
し
、
航

海
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
願
し
ま
す
。

問
＝
同
神
社
︵
☎
０
９
３・３
２
１・０
７

４
９
︶
へ
。

■
企
画
展
「
新
幹
線
特
集
」

　

２
月
１
日
︵
火
︶
～
３
月
31
日
︵
木
︶

午
前
９
時
～
午
後
５
時
︵
入
館
は
午
後

４
時
半
ま
で
、
最
終
日
は
正
午
ま
で
。

第
２
水
曜
休
館
︶、
九
州
鉄
道
記
念
館

本
館
２
階
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
︵
門
司

区
清
滝
︶
で
。
鹿
児
島
中
央
～
新
大
阪

間
を
直
通
運
転
す
る
「
さ
く
ら
」
を
は

じ
め
「
み
ず
ほ
」
や
８
０
０
系
「
つ
ば

め
」
な
ど
九
州
と
山
陽
新
幹
線
の
写
真

や
記
念
グ
ッ
ズ
な
ど
約
１
５
０
点
展
示
。

入
館
料
大
人
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下

１
５
０
円
︵
４
歳
未
満
は
無
料
︶。

問
＝
同
施
設
︵
☎
０
９
３・３
２
２・１
０

０
６
︶
へ
。

■
明
治
の
錦
絵
と
天
皇

　

―

民
衆
が
初
め
て
見
た
天
皇
の
姿―

　

２
月
13
日
︵
日
︶
ま
で
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
︵
入
館
は
午
後
４
時
半
︶

北
九
州
市
立
小
倉
城
庭
園
︵
小
倉
北
区

城
内
︶
で
。
天
皇
と
天
皇
に
ま
つ
わ
る

人
々
や
出
来
事
を
描
い
た
明
治
時
代
の

錦
絵
を
１
０
８
点
︵
前
期
54
点
、
後
期

54
点
︶
展
示
。
一
般
３
０
０
円
、
中
高

生
１
５
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円
。

問
＝
同
施
設
︵
☎
０
９
３・５
８
２・２
７

４
７
︶
へ
。

■
「
窓
の
彼
方
へ
」

　

２
月
11
日
︵
金
・
祝
︶
午
後
２
時
か
ら
、

北
九
州
芸
術
劇
場
中
劇
場
︵
小
倉
北
区
室

町
︶
で
。
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
仲
道
郁
代

演
奏
の
シ
ョ
パ
ン
楽
曲
と
演
劇
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
。
演
奏
曲
は
「
英
雄
」「
別

れ
の
曲
」
ほ
か
。
出
演
は
仲
道
郁
代
︵
ピ

ア
ノ
︶、
重
定
礼
子
、
阪
上
洋
光
、
福
重

友
ほ
か
。
料
金
一
般
２
５
０
０
円
、
ユ
ー

ス
︵
24
歳
以
下
※
要
身
分
証
明
書
提
示
︶

１
５
０
０
円
。
※
当
日
５
０
０
円
増

問
・
申
込
＝
同
施
設
︵
☎
０
９
３・５
６

２・２
６
５
５
︶
へ
。

学

ぶ

お で か け ガ イ ド
見

る

聞

く

情

報

募

集
！

　
「
お
で
か
け
ガ
イ
ド
」
に
、
地
元

の
情
報
や
あ
な
た
の
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
発
表
会
、
展
示
会

な
ど
を
告
知
し
ま
せ
ん
か
？

　
掲
載
希
望
の
方
は
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
︵
宛
先
は
中
面
参
照
︶、
イ

ベ
ン
ト
名
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
、
実
施

日
時
、
会
場
、
定
員
︵
締
切
︶、
料
金
、

問
合
先
の
電
話
番
号
、
担
当
者
名
な
ど

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。掲
載
の
場
合
は
、

編
集
部
か
ら
連
絡
し
ま
す
。
※
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
実
施
日
の
１
か
月
前
ぐ
ら
い

ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

北九州

創刊のご挨拶
　卯年も明け、厳しい寒さが続いております。
皆様、いかがお過ごしでしょうか。
　私ども西日本新聞社は昨年 10 月、北九州
本社を発足させました。地域の津々浦々まで
歩き、地域とともに考え、「西日本新聞なら何
でも知っている」と信頼していただけるよう
努力しております。このミニコミ（地域情報）
紙は、その一環として創刊しました。生活に
役立つ情報や身近な話題を取り上げ、楽しい

紙面にしたいと考えて
おりますので、ご期待
ください。紙面に対す
る感想やご要望もお待
ちしております。

西日本新聞北九州本社
代表　槌谷忠貢



てくてく 1月 30日号

た
目
が
少
々
バ
タ
臭
く
︵
身
長

１
７
２
cm
＆
茶
髪
＆
サ
ン
グ
ラ

ス
常
用
︶
＋
言
動
が
若
干
非
常
識
︵
え
ー

と
、
態
度
が
デ
カ
く
、
か
つ
物
言
い
が
超

ス
ト
レ
ー
ト
︶
ら
し
く
、
し
ば
し
ば
「
イ

シ
マ
ル
さ
ん
っ
て
帰
国
子
女
で
す
か
？
」

と
尋
ね
ら
れ
る
ん
だ
け
ど
。

　

何
を
隠
そ
う
、
正
真
正
銘
、
北
九
生
ま

れ
の
北
九
育
ち(

厳
密
に
は
、
小
倉
︶
で

ご
ざ
ん
す
。

　

で
、
ふ
と
気
付
け
ば
、
半
世
紀
以
上
、

こ
の
街
に
暮
ら
し
て
お
る
。

　
「
一
度
も
、
脱
出
を
試
み
な
か
っ
た
ん

で
す
か
？
」

　

ん
、
ま
あ
、
フ
ツ
ー
、
多
少
の
志
あ
ら

ば
、
進
学
や
就
職
、
結
婚
を
契
機
に
故
郷

を
飛
び
出
す
も
の
だ
よ
ね
。

　

特
に
若
い
頃
は
。
親
元
か
ら
離
れ
た
い

一
心
、
と
か
、
こ
ん
な
何
も
な
い
田
舎
町

は
嫌
だ
、
と
か
、
で
。

　

そ
ー
ね
ー
。
30
年
位
前
、
プ
チ
脱
出

し
て
み
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
。
速
や
か
に

戻
っ
て
き
た
。

　

そ
の
時
、
悟
っ
た
ん
だ
。
あ
あ
。
ワ
タ

シ
は
、
こ
の
街
以
外
の
と
こ
で
は
、
生
き

て
い
け
な
い
カ
ラ
ダ
な
ん
だ
、
と
。

　

何
故
か
。

　

北
九
州
市
。
昔
は
、
石
炭
積
出
港
、
四

大
工
業
地
帯
、
鉄
の
街
、
公
害
の
街
。

　

最
近
で
は
、
暴
力
団
、
生
活
保
護
、
孤

独
死
、
超
高
齢
化
…
。

　

環
境
首
都
と
か
レ
ト
ロ
以
外
に
は
、
ほ

と
ん
ど
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
こ
の
街

に
、
ど
ん
な
魅
力
が
？

　

生
ま
れ
育
っ
た
場
所
に
ず
ー
っ
と
居
続

け
る
、
土
着
民
の
生
活
＆
主
張
っ
て
？

　

て
な
と
こ
ろ
を
、
つ
ら
つ
ら
書
き
な
が

ら
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
か
、
な
企
画
な

訳
で
す
。

　

ま
あ
。
そ
れ
で
も
。
こ
こ
に
軸
足
を
置

き
な
が
ら
、
海
外
や
国
内
は
、
か
な
り
、

旅
し
て
き
た
ん
だ
。

　

ほ
ら
、
外
へ
の
扉
は
、
絶
え
ず
オ
ー
プ

ン
に
し
て
お
き
た
い
か
ら
ね
。

　
「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
で
、
イ
シ

マ
ル
さ
ん
の
Ｂ
Ｆ
は
、
よ
そ
の
ヒ
ト
ば
か

り
な
ん
で
す
ね
？
」

見

石丸美奈子プロフィル
コピーライター
1959年北九州市生まれ
西日本新聞北九州本社
アドバイザー、(財)北九
州市芸術文化振興財団
理事、(株)北九州モノレ
ール社外取締役、北九
州市立大学経営審議委
員、西日本工業大学客
員教授・評議委員、Ｔ
ＮＣテレビ西日本報道
番組「キューブ」レギュ
ラーコメンテーター

vol.0　「生まれも育ちも。」

★各コーナーへの投稿や情報提供は、下記編集部まで
■はがき・封書での応募
〒802-8566 小倉北区米町2-2-1 新小倉ビル本館1F
■FAXでの応募＝０９３（５４１）９３０６
■メールでの応募＝tekuteku@lisa.co.jp

「西日本新聞てくてく」編集部　☎０９３（５４１）９３００

　本紙エッセー「地元☆パラダイ
ス」の筆者、石丸美奈子さんの著
書「夕刊を読む女。」を20名様に。
小倉で颯爽と生きる女性ならで
はの鮮やかな切り口に、脱帽！

「夕刊を読む女。」　
石丸美奈子著

※プレゼント当選の発表は、最寄りのエリアセンターからのお届けを
もって代えさせていただきます。ご記入いただいた個人情報は事務局
の提供するサービス、イベント告知などに使用することがあります。

■はがき・封書での応募
〒803-0817 北九州市小倉北区田町19-5　てくてく事務局
１月30日号「プレゼント」係
■FAXでの応募＝０９３（５６１）６３４３
■メールでの応募＝kitaq@nishinippon-np.jp

〒住所、氏名、年齢、電話番号、今号で興味のあ
った記事もしくは今後取り上げてほしいテーマ
をご記入の上、下記あて先へ。２月４日（金）必着。

プレゼント

応募要項

「
節
分
の
思
い
出
」

▼
子
ど
も
が
あ
ま
り
に
も
鬼

を
こ
わ
が
り
す
ぎ
て
保
育
園

に
行
け
な
く
な
っ
た
。
い
ま

で
も
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
い

る
ら
し
い
。︵
サ
ラ
マ
マ　

35

歳
︶

▼
我
が
家
は
住
宅
街
の
一
番

高
い
位
置
に
建
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
父
が
毎
年
、
外

に
向
か
っ
て
大
声
で
「
鬼

は
外
!!
」
と
い
い
な
が
ら
豆

を
ま
く
の
で
、
恥
ず
か
し
い

︙
︙
、
い
ま
だ
に
ま
い
て
い

る
。
も
う
64
歳
に
な
る
。︵
ヒ

ロ
コ　
29
歳
︶

▼
子
ど
も
の
頃
、
豆
ま
き
を

す
る
日
は
必
ず
拭
き
掃
除
を

さ
せ
ら
れ
た
。︵
バ
リ
カ
ち
ゃ

ん　
54
歳
︶

▼
昔
、
母
親
が
節
分
用
の
豆

が
売
り
切
れ
て
い
た
時
、
お

つ
ま
み
用
の
塩
味
の
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
豆
を
買
っ
て
き
た

こ
と
。
ま
い
た
か
ど
う
か
は

記
憶
に
な
い
で
す
︙
︙
。︵
た

か
ぽ
ん　
37
歳
︶

▼
我
が
家
で
は
、
豆
ま
き
の

時
、
お
金
と
お
菓
子
を
混
ぜ

て
巻
い
て
、
家
族
で
拾
い
合

い
ま
す
。︵
ｍ
ｉ
ｅ
ｄ
ａ
ｙ
ｏ

　
52
歳
︶

▼
子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
に
、

「
マ
マ
～
、
見
て
見
て
～
」
と

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、
豆
を

鼻
の
穴
に
入
れ
て
見
せ
て
く

れ
た
け
れ
ど
、
取
れ
な
く
な
っ

て
、
か
な
り
あ
せ
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
結
局
ピ

ン
セ
ッ
ト
で
半
分
ず
つ
取
り

ご
自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、
友

だ
ち
の
お
も
し
ろ
い
寝
言
を
教
え

て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

投
稿
は
左
下
「
西
日
本
新
聞
て
く

て
く
」編
集
部
ま
で
。

お誕生日が1週間違いの姉
妹です。これからもずっ
と仲良くね！（母より）　
神田綾希子（あきこ）ちゃん

（1月25日生まれ・8歳）　
　　菜津子（なつこ）ちゃん

（2月1日生まれ・10歳）

ま
し
た
。︵
ふ
う
ふ
う　
41
歳
︶

▼
恵
方
巻
き
を
初
め
て
食
べ
た
と

き
に
は
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。

し
か
し
、
食
べ
て
み
る
と
、
意
外

や
意
外
、
食
べ
ら
れ
た
。︵
ま
る

ち
ゃ
ん
１　
61
歳
︶

紙
面　

DE　
ツ
イ
ッ
タ
ー

こんにちは
西日本新聞です

　口回りや呼吸法に気をつけて、病気に
ならない医療を目指そう－。西日本新聞
北九州本社発足を記念した第４回命の入
り口セミナー「食卓の向こう側〜口は命
の入り口」が 2 月 19 日午後 1 時 30 分
〜同 4 時 30 分、小倉北区古船場町の北
九州市立商工貿易会館で開かれます。
　舌と口を動かす「あいうべ体操」で免
疫力を高める治療を進める内科医の今井
一彰さん、80 歳でも 20 歳と一緒に食事
ができる「新 8020 運動」を提唱する小
児歯科医の岡崎好秀さん、西日本新聞の
佐藤弘編集委員が出演します。参加無料。
　申し込みは、住所、氏名、電話番号を
記入の上、はがき、ファクス、メールで
下記へ（1 通で 2 名まで。応募多数の場
合は抽選）。締め切りは 2 月 5 日（必着）。
はがき＝〒 803-0817　北九州市小倉北
区田町 19-5
西日本新聞エリアグループ北九州事務局内「第 4 回　命の入り
口セミナー」係
電話＝０９３（５９２）６２６８
ＦＡＸ＝０９３（５７１）７９４６
メール＝ ag.kitakyusyu-oku@triton.ocn.ne.jp
※入場証はエリアセンター（販売店）からお届けします。

会場：北九州市立商工貿易会館

日時：２月19日（土）

あいうべ体操をする
今井さん

歯を若く保つ運動を
進める岡崎さん

病は口回りから防ごう　
命の入り口セミナー

３
月
の
お
題
は「
寝
言
」で
す
。



てくてく 1月 30日号

　

外
遊
び
は
全
園
児
が
外
に
出

て
遊
ぶ
、
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で

の
異
年
齢
交
流
な
ど
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
特
徴
で
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
園
全
体
で
成

長
を
見
守
り
、
先
生
方
の
愛
情

に
包
ま
れ
て
、
園
児
の
笑
顔
も

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
で
、「
な
ん

で
？
」
と
「
あ
り
が
と
う
」
を

大
事
に
し
て
い
る
年
長
の
「
ひ

ば
り
組
」さ
ん
。
２
ク
ラ
ス
あ
っ

て
、
ク
ラ
ス
に
関
係
な
く
と
て

も
仲
が
良
く
、「
元
気
に
あ
い

さ
つ
を
す
る
」
を
頑
張
っ
て
い

る
年
中
の
「
は
と
組
」
さ
ん
。

幼
稚
園
の
か
わ
い
い
ア
イ
ド
ル

で
、「
幼
稚
園
大
好
き
」
を
目

指
し
、
成
長
真
っ
最
中
の
年
少

「
ひ
よ
こ
組
」
さ
ん
♪

　

今
は
、
２
月
11
日
︵
金
・
祝
︶

に
ウ
ェ
ル
と
ば
た
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
る
発
表
会
に
向
け
て
、

皆
が
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
！

昭和 28 年の開園以来、御仏様のみ教えのもと、「心の教育」の追求と育成を基盤に、一人ひとりの個
性を尊重した保育を実践。純真でのびのびとした心豊かな子たち約 90 名の元気な声が園庭に響きます。KID'S PAPER

集まれ元気キッズ！

全
園
児
が
仲
良
く
一
緒
に
交
流

宗教法人　教学寺　教学寺幼稚園
北九州市戸畑区新池2-10-1　☎ ０９３（８７１）４２１３　ホームページアドレス　http://www.ans.co.jp/k/kyougakuji/

　

不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、

同
じ
内
容
の
ご
相
談
を
立
て

続
け
に
受
け
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
母
親
の
愚
痴
が

耐
え
ら
れ
な
い
、
口
喧
嘩
が

絶
え
な
い
と
い
う
お
話
を
よ

く
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

他
人
と
違
い
冷
静
に
対
応

で
き
な
い
の
が
家
族
。
ど
こ

か
で
理
想
の
母
を
求
め
て
い

る
か
ら
こ
そ
意
見
し
て
し
ま

う
。
母
と
娘
の
心
の
ク
セ
は

よ
く
似
て
い
る
の
で
、
鏡
を

見
る
よ
う
な
辛
さ
も
加
わ
り
、

遠
慮
な
く
言
い
合
え
る
関
係

が
後
押
し
し
て
言
い
争
い
に

な
る
。
非
常
に
多
い
ケ
ー
ス

だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
し
て
い
て
想
う
の
で
す
。

そ
の
人
自
身
の
中
で
消
化
で

き
な
い
つ
ら
い
感
情
が
ひ
し

め
き
合
っ
て
、
愚
痴
と
な
っ

て
こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
だ
と
。
愚
痴
の
内
容

で
は
な
く
、
そ
の
言
葉
の
背

景
に
あ
る
寂
し
さ
や
、
や
る

せ
な
さ
、
日
々
の
疲
れ
な
ど

の
切
な
る
心
情
に
焦
点
を
当

て
た
い
と
。
受
け
入
れ
た
い

と
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
回
数

を
重
ね
た
一
人
の
相
談
者
さ

ん
が
、
あ
る
時
こ
ん
な
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
ふ

と
気
づ
い
た
ん
で
す
。
母
の

マ
イ
ナ
ス
思
考
が
嫌
で
仕
方

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
う
な

る
ほ
ど
母
は
ず
っ
と
苦
し

か
っ
た
ん
だ
と
。
感
謝
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
舅
姑
か
ら
は

嫌
み
を
言
わ
れ
続
け
て
…
。

そ
う
考
え
た
ら
聴
く
の
が
苦

痛
で
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。

う
ん
う
ん
、
大
変
だ
っ
た
ね
、

あ
り
が
と
う
っ
て
言
っ
た
ら
、

お
母
さ
ん
、
び
っ
く
り
し
て

目
を
潤
ま
せ
て
…
」

　

目
立
た
ず
賞
賛
も
さ
れ
な

い
け
ど
、
必
死
に
家
族
を
支

え
て
き
た
お
母
さ
ん
の
た
っ

た
ひ
と
つ
の
人
生
を
娘
の
自

分
だ
け
は
認
め
て
あ
げ
た
い
。

感
謝
し
た
い
。
本
気
で
そ
う

想
っ
た
と
き
、
お
母
さ
ん
の

心
は
報
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

意
見
す
る
の
で
は
な
く
気

持
ち
を
わ
か
っ
て
あ
げ
る
。

た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、

相
手
の
心
を
、
そ
し
て
自
分

の
心
ま
で
も
ほ
っ
こ
り
癒
せ

る
も
の
で
す
ね
。
数
カ
月
後
、

母
娘
共
に
愚
痴
が
少
な
く

な
っ
た
と
、
嬉
し
い
報
告
を

頂
き
ま
し
た
。

日本メンタルヘルス協会公認
心理カウンセラー　松井美由紀
個人カウンセリング、企業カウンセ
リングの他、北九州市ではココリセ
子育てセラピーを、苅田町ではコミ
ュニケーション講座を開催。
ココ*リセセラピー代表http://www.
cocorise.com/。日本メンタルヘル
ス協会http://www.mental.co.jp/

お
母
さ
ん
の
愚
痴
に
う
ん
ざ
り

広告スペース（250×85㎜」）

ヨコ▲１. 汚れた水のこと　６. 漫画・アニメ
の主人公「○○○○アトム」　７.「点検する
こと」を英語で言うと？　８.「バブル」の
日本語は？９. 肉を焼いた料理　12. 小学校
で覚える、かけ算の呼び名

タテ▲２. 耐水性で粘着力が強いシールの
こと　３.「ひとことひとこと」のことを「一
言○○○」という　４.「人の力」を英語
で言うと？５. 書類を針で綴じる文房具　
10. 除夜の鐘を鳴らす場所　11.50 円硬貨
にデザインされている花は？

答え：テクテク

Vol.0



　

午
後
２
時
半
。
図
書
館
内
の

お
は
な
し
の
部
屋
に
は
10
人
以

上
の
子
ど
も
た
ち
と
、
そ
の
親

御
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

読
み
き
か
せ
の
間
に
手
遊
び

歌
も
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
楽

し
さ
に
満
ち
た
30
分
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
絵
本
の
読
み
手
も
そ
れ

ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
じ
っ

と
耳
を
傾
け
る
子
ど
も
た
ち
は

揃
っ
て
笑
顔
で
す
。

　

お
は
な
し
会
に
は
他
に
「
青

い
麦
の
会
」「
お
ん
が
に
じ
の

会
」「
ず
く
ぼ
ん
」
が
参
加
し

て
い
ま
す
。ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、

活
動
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
子

ど
も
た
ち
に
絵
本
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
親
子

で
本
を
読
む
き
っ
か
け
に
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な

思
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
と
活

躍
の
場
を
持
つ
各
グ
ル
ー
プ
が

図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議

を
通
し
て
交
流
し
、
お
互
い
に

刺
激
を
与
え
あ
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
読
書
活
動
に
熱
心
な
遠

賀
町
に
は
町
民
の
力
が
生
き
て

い
ま
す
。

　
遠
賀
町
立
図
書
館
で
毎
週
土
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
「
お
は
な
し
会
」。

遠
賀
町
内
の
４
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
、
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が

持
ち
回
り
で
開
催
す
る
絵
本
の
読
み
き
か
せ
で
す
。
１
月
15
日
、「
え
ほ
ん

ば
こ
」
担
当
の
お
は
な
し
会
に
お
邪
魔
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
笑
顔
が
溢
れ
る

図
書
館
で
の
お
は
な
し
会

岡
垣
の

ひ
と

遠賀郡岡垣町在住、会社員。趣味
はボランティア。「人が大好きで、
おせっかい焼き（笑）。今年は笑
顔に満ち溢れる年にしたいです」

渡辺　益弘さん（41）

次回発行2月6日（日）発行所：西日本新聞北九州本社　北九州市小倉北区田町19-5　編集部☎（541）9300

　第 1、3、4 木曜日にアロマテラピー
検定の公式テキストを使った本格的な
講義が行われています。それぞれの精
油の効能や薬効を学んだり、好みの精
油を使ってルームスプレーを作ったり。
講師、尾形純子さんを囲む参加者たち
が和気あいあいと香りに触れ、笑顔を
見せるのが印象的でした。
●場　所／岡垣サンリーアイ
　　　　　遠賀郡岡垣町野間 1-2-1
●連絡先／０９３（２８２）１５１５
●参加費／教材費 1 万 2600 円
　　　　　材料費各回 1000 円〜 1500 円

「アロマテラピー講座」

　

芦
屋
町
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
健
康
づ
く
り
係
が
共
同

主
催
し
た
「
マ
マ
の
料
理
教

室
」。
こ
の
日
は
10
組
の
親
子

連
れ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
ツ
ナ
と
き
の
こ

の
炊
き
込
み
ご
は
ん
、
し
ゅ
う

ま
い
、
具
だ
く
さ
ん
中
華
ス
ー

プ
、
カ
ル
ピ
ス
寒
天
の
４
品
。

材
料
の
切
り
方
や
用
具
の
扱
い

方
、
調
味
料
を
入
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ

た
の
ち
、
３
班
に
分
か
れ
て
実

際
に
調
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
班
に
１
人
、
ア
ド
バ
イ
ス

役
と
し
て
食
生
活
改
善
推
進
員

が
付
き
、
主
婦
の
先
輩
と
し
て

頼
も
し
く
活
躍
。
参
加
者
か
ら

は
「
み
ん
な
で
料
理
を
す
る
の

が
楽
し
か
っ
た
し
、
色
々
な
こ

と
が
学
べ
て
よ
か
っ
た
」
と
喜

び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

友
人
づ
く
り
と
調
理
力
ア
ッ
プ

「
マ
マ
の
料
理
教
室
」

ってきました

てきました
１
月
12
日
、
芦
屋
町
中
央
公
民
館
調
理
室
に
て
。
別
室
で
子
育

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
託
児
し
て
も
ら
っ
て
い
た
お
子
さ
ん

も
合
流
し
、
親
子
揃
っ
て
の
試
食
タ
イ
ム
。

ふ
る
さ
と
遠
賀
川

親
子
凧
あ
げ
大
会

　

今
年
で
30
回
目
を
迎
え
た「
ふ

る
さ
と
遠
賀
川
親
子
凧
あ
げ
大

会
」。
あ
い
に
く
の
悪
天
候
の
た

め
河
川
敷
で
の
凧
あ
げ
が
で
き

ず
、
中
間
市
は
た
ら
く
婦
人
の

家
で
凧
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

遠
く
は
鹿
児
島
や
長
崎
か
ら

駆
け
つ
け
た
た
く
さ
ん
の
凧
の

会
、
凧
愛
好
会
の
面
々
が
ひ
と

つ
ず
つ
の
作
品
を
見
て
ま
わ
り
、

凧
の
会
審
査
員
特
別
賞
、
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
、
技
術
賞
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
賞
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
名
前
が
呼
ば
れ
る

た
び
に
大
き
な
歓
声
が
わ
き
起

こ
り
、
賞
状
を
受
け
取
る
子
ど

も
た
ち
は
誇
ら
し
げ
な
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

１
月
16
日
に
開
催
。
自
ら
作
っ
た
凧
を
前
に

自
ら
作
っ
た
凧
を
前
に
、
審
査
を
待
つ
子
ど

も
た
ち
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